
2．主要な雇用対策について
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○ 平成30年度予算案では、働き方改革の着実な実行等を通じた労働環境の整備・生産性の向上や女性、
若者、障害者、高齢者等の多様な働き手の参画を図る。

全国厚生労働関係部局長会議

《平成30年度予算案について》

○ 希望する自治体において、国（ハローワーク）が行う無料職業紹介等と自治体が行う相談業務等を一体的に実施

○ 都道府県で取り組む地域活性化雇用創造プロジェクトの実施

○ 雇用情勢が厳しい地域において雇用開発に取り組む事業主を支援する地域雇用開発助成金の実施

○ 潜在的移住希望者を含む若者のＵＩＪターン支援

○ 地方自治体等との連携による求人者向け・求職者向けセミナー、事業所見学会、就職面接会の開催等、人材不足分野に係るマッチング支援

の実施

○ 地方自治体を中心とした「協議会」が、地域ニーズを踏まえた高齢者の多様な雇用・就業機会の掘り起こし・提供を行うため、国からの委託

事業として実施する「生涯現役促進地域連携事業」の拡充

○ シルバー人材センターが、人手不足分野等で高齢者に就業機会を提供する「高齢者現役世代・雇用サポート事業」において、特に、都道府県

知事の指定により就業時間が緩和された地域で、高齢者の就業促進を図った場合に補助額を増額する仕組みを創設

○ 障害者の身近な地域において、就業面と生活面の一体的な相談・支援を行う「障害者就業・生活支援センター」による支援を強化する

○ 生活困窮者・生活保護受給者等に対する、地方自治体に設置するハローワークの常設窓口の増設や職場定着支援の充実等を通じた就労に

よる自立の促進 等

《平成30年度予算案の主な柱》

① 生産性向上、賃金引上げのための支援

② 雇用吸収力、付加価値の高い産業への転職・再就職支援

③ 人材確保対策、地方創生の推進

④ 同一労働同一賃金など非正規雇用の処遇改善

⑤ 女性の活躍推進

⑥ 若者や就職氷河期世代の活躍促進

⑦ 治療と仕事の両立

⑧ 障害者の活躍促進

⑨ 高齢者の活躍促進

⑩ 外国人材の受入れ

⑪ 生活困窮者等の活躍促進

⑫ 震災復興のための雇用対策
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